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【特別寄稿】コロナの時代の子どもたちへ 
角野栄子 

新型コロナウィルスの感染拡大は私たち大人だけでなく、むしろ子どもたちに大きな影響を与え

るように思えます。突然の一斉休校、オンライン授業、といった問題ばかりでなく、「新しい生活様

式」という名のもとに、大きな声でおしゃべりしたり、友達とじゃれあったりすることが制限されてしまう

社会は子どもたちの人間形成にはたしてどんな結果をもたらすのでしょうか？ この私たちがこれま

で経験したことのない時代を生きる子どもたちへのメッセージを児童文学作家の角野栄子さんに

寄せていただきました。（編集部） 

書くことが仕事なので、たいていは家で一人で仕事

をしています。外出自粛と言われても、さほど苦には

ならないでいます。それに、こんなに年寄りだ

し・・・先の見えないコロナ下の厳しい日常を過ごし

ている今の子どもたちに伝えることなんて私にあるか

なあ・・・自信ないなあ・・・と思っていたら、ふと

頭に「工夫」という言葉が浮かんできました。「工

夫」なら私は得意です。何もない戦争中に鍛えられました。 

今、問題になっているマスクなんて、８歳ごろから自分で作っていました。ガーゼ

のような薄い布さえあれば、針がなくたって、そこそこのものは作れます。下駄の

鼻緒が切れたって、道の小石を使って、直したものです。本来、人はどうしたらも

っと気持ちよく暮らせるかと工夫する力を持っているのです。「工夫」なんて、こ

のなにもかもインスタントの時代に古くさい言葉に思えるけど、コロナ自粛の暮ら

しの中に引っ張り出して、働いてもらいましょう。 

外に遊びに行けない、友達とも会えない、我慢ばっかり。この退屈をどうしてく

れるのよ。「いやいやいや」「ダメダメダメ」と文句を言いたい気持ちはわかるけ

ど、誰のせいにもできません。創意、工夫を持って、自分なりの気持ちのいい日常

を作り出すのはあなたの力しかないのです。ああしてみようか、これではどうか

と、心を動かしてみましょう。心が動かなければ、何にもかわりません。何にも生

まれません。工夫し、何かを生み出す、この心の動きは、人に安心と力を与えてく

れます。それは、自分で考え、自分で選択し、自分で決めることのできる、本当に

自由な人を作っていくことにつながるでしょう。 

 

文責／大竹永介 

 

http://www.f-kodomotachinomirai.com/


【かどのえいこ：1935 年生まれ。早稲田大学卒。絵本作家、童話作家。代表作に「魔

女の宅急便」「ズボン船長さんの話」「ラストラン」など。サンケイ児童出版文化賞、

路傍の石文学賞、旺文社児童文学賞、野間児童文芸賞、小学館文学賞など受賞多数。

2018 年には国際アンデルセン賞作家賞を受賞。】 
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【実行委員のこの 1 冊】 

『明日をさがす旅 故郷を追われた子どもたち』  濱野京子 

（アラン・グラッツ作 さくまゆみこ訳 福音館書店） 

帯に大きな文字で「子どもたちは、難民となっ

た。」と記されています。1939 年、ナチスの迫害を逃

れてキューバの客船「セントルイス号」に乗り込むユ

ダヤの少年ヨーゼフ、1994 年、苦しい生活と抑圧から

逃れるためにアメリカをめざすハバナの少女イザベ

ル、2015 年アレッポで家を爆撃されて、ヨーロッパを

めざして脱出する少年マフムード。時代も場所も異な

る世界に生きる３人に共通するのは、故郷を追われて

旅立ったこと。ヨーゼフ、イザベル、マフムードの順

に視点を変えながら、物語は進みます。３人は架空の

人物ですが、事実に基づいて書かれています。 

 400 頁超の本は、ずっしり重たく、内容もまた重い本です。少年少女たちは、九死に

一生を得たり、親しい人を失ったりと、過酷な旅が続けます。ヨーゼフが乗るセントル

イス号がキューバにもアメリカにも上陸できないまま、ヨーロッパに戻されるシーン

は、それが史実に則ったこととはいえ、やりきれなくなります。彼らがたどった旅路

は、巻末の地図に表示されますが、これを巻頭に置かなかったことに、本作りの工夫を

感じます。 

物語は、ヨーゼフのベルリンに始まり、マフムードのベルリンで閉じ、また、この３

人には不思議な接点がある等、構成的にとてもよくできています。 

マフムードが旅をする 2015 年は、ヨーロッパで難民が大きくクローズアップされ

た年ですが、一番難民を受け入れていたドイツがかつてホローコーストを起こしたこと

が感慨深く、同時に、では日本は？ と思ってしまいます。この点について、著者あと

がきの訳注で、さくまゆみこさんが、日本の難民受け入れ状況を記して、フォローして

います。（はまのきょうこ：児童文学作家。フォーラム実行委員） 

 
 
 

●「フォーラムニュース」16 号をお届けいたします。フォーラムへのご意見、ご感想などを 

お知らせください。また、フォーラムニュースの配信ご希望の方はフォーラムのホームペー

ジ https://www.f-kodomotachinomirai.com/ からお申込みいただけます。ご友人等、関心をお

持ちの方にもおすすめいただければ幸いです。よろしくお願いいたします。（大竹） 
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